
保険給付費

336億円

52%

拠出金

257億円

40%

保健事業費
33億円 5％

財政調整事業拠出金

10億円 2％
営繕/事業所費他

9億円 1％

保険給付費総額は加入者減により減少傾向にあるものの、

被保険者一人当たり給付費（平均）は2021年度以降

増加しています。

背景：
･法改正（出産育児一時金） ･医療の高度化や単価上昇
･高額薬剤の保険適用の拡大 ･被保険者の平均年齢上昇

                                                                   等

保険料収入

643億円

98%

国庫補助金 ･交付金
13億円 2％

雑収入 2億円 0％

加入者のみなさまへ

2025年度決算のお知らせ
富士通健康保険組合の決算の状況をお知らせします。

収支差引 ＋13億円の黒字決算
保険料収入増と支出減により前年度の赤字決算(▲19億円)から改善

保険給付費、拠出金等

減少 ↓

主に加入者減（被扶養者含む)に伴う減少
保険給付費 ▲1億円（前年差、以下同）
拠出金 ▲14億円
保健事業費 ▲1億円
その他 ▲1億円

健康保険料収入

増加 ↑

被保険者数は減少したが一人当たり給与･
賞与額が上昇
保険料収入 ＋18億円（前年差）

※被保険者数 89,504人（▲3,228人）

みなさまへ

2026年度に12年ぶりとなる診療報酬のプラス改定が行われることから、その影響を含め引き続き保険給付費の動向を注視します。

医療機関への適正な受診、ジェネリック医薬品の活用、健診の受診などへのご協力をお願いします。

健康づくり等、保健事業の詳細は当健保HPをご覧ください。

収入合計： 658億円 支出合計：645億円
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【2025年度】

2019年比+17.2％

－黒字決算の一方で 一人当たり保険給付費は増加－ 被保険者一人当たり給付費（千円）

年度

◆健康保険

◆介護保険

収支差引 ＋7億円
介護納付金減により介護保険料率を改定（▲2.6‰）、被保険者の報酬増により黒字決算

収 入 （ 介 護 保 険 料 ） ： 76億円（前年差 ▲11億円）

支 出 （ 介 護 納 付 金 ） ： 69億円（ 〃 ▲ 9億円）

収 支 差 引 ： 7億円（前年差 ▲ 2億円）

介護保険料率
2024年度 17.6‰⇒ 2025年度 15.0‰

保険料率
88.0‰（維持）

・保険給付費
医療費の7~８割や病気や
ケガ・出産時等の給付金
・拠出金
国の高齢者(65歳以上)の医療
費の一部をまかなうため国へ納付
が義務づけられている支出
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